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17 小布施の環境デザイン協力基準

（１）建築物を建築するときの事項

ア　建物の外観と色は、周囲の景観に合わせる。特に屋根の形状は、気候、風土面から陸屋根を避け

るものとする。

イ　道路と接する敷地部分は極力緑化し、道を利用する人にもうるおいをある景観とする。

ウ　道路沿いの塀は生け垣などで緑化する

エ　車庫、物置など外から見えるものは位置と色を工夫する。

（２）美しい町並みを作るための事項

ア　広告物は色彩や大きさ等に配慮する。

イ　大規模な建築や工作物を造るときは、配置や形態に配慮する。

ウ　建物の道路面にはゆとりの空間を配慮する。

エ　駐車場の出入り口は歩行者に配慮する。

（３）花のある美しいふるさとの景観を育てるための事項

ア　家庭、職場及び公共の用途に花や緑を増やし、うるおいのある空間を広げる。

イ　空き地及び道路沿いに花木を植え、美しいふるさとの景観を育てる。

前掲『小布施町史』p.189

18 前掲『小布施町史』pp.191-194

19 長野市HP「伝統環境保全事業　城下町松代」

http://www.city.nagano.nagano.jp/upload/1/bunka_denkan_denkan_matsushiro.pdf 2008年９月14日現在

松代全体で年間　1,800万円の予算、一件に付上限300万円で、費用の2／3まで補助。長野市の景観審議

会で審査される。

20 平成15年度で、131人。近隣の須坂市169人、高村山64人、豊野町50人（平成14年度）とされるが、平

成18年には99人に減っている。

21 小布施の第六次産業センターでの聞き取りによる。

22 「夢空間松代」については２回にわたる香山篤美氏への聞き取りと「夢空間松代」のHPの情報による。

http://www.geocities.jp/yumekuukanmatusiro/ 2008年９月15日現在。

23 松代商工会議所は2006年10月にその歴史的役割を終え、長野市商工会議所松代支部となった。

24 松代でも小布施と同じように大学と地域の共同があるが、小布施が小布施市役所と東京理科大学との行学

連携であったの対し、松代では、「夢空間松代」と神奈川大学西和夫研究室が協定を結ぶ民学
．．
連携である。

この連携は2007年にスタートした。

（受理　平成20年 9月25日）
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小布施と松代　地域おこしの違い

18

善光寺平の地形図　右上に小布施obuse 中央下に松代matsushiro

善光寺平の地図　右上に小布施、中央下に松代

＊共にgoogle マップの地図と地形図を使用。
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栗材を使った「栗の小径」

小布施堂前 広場

竹風堂 小布施の建物の殆どが切妻屋根

小布施の栗

蔵を改造した食事処「蔵部」

ゲストハウス小布施の小径

小布施の風景
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小布施と松代　地域おこしの違い

20

真田藩文武学校

修景された武家屋敷の武家門屋敷の前を流れる「カワ」

山裾が開発されてない風景は貴重

再建された松代城入り口

花盛りの古刹

松代の風景


